
校長あいさつ  板橋区立高島第一小学校長 吉川 雅裕 

 

本校のホームページをご覧いただき、ありがとうございます。本校について紹介させていただきます。 

 

 ＜学校の概要＞ 

高島第一小学校は、昭和４６年に開校しました。本校は都営三田線・高島平駅から徒歩１０分、徳丸ヶ

原公園に隣接した場所にあります。西洋の砲術を伝えた高島秋帆が訓練をした場所とされている徳丸ヶ

原の地に最初に建てられた学校ですので、高島第一小学校と称しています。４月６日現在の児童数は３７

０名、学級数は１５学級（１～６年生が１３学級、特別支援学級が２学級）です。 

 

 ＜本校の教育について＞  

今年度も「高島第一中学校学びのエリア」の中で、「あきらめない子」を共通の子ども像として３

校（高一中・新河岸小・高一小）が協力し合い教育活動を進めていきます。学習面でも健康面でも生

活面でも、９年間を見通して系統的な指導を行うことができるよう、定期的に３校で意見交換を行

うことにしています。 

 本校のめざす学校像は、「安全安心」「信頼」のもと、「か・つ・や・く」する児童があふれる「充実」

した学校です。 

・保護者や地域から「信頼」され「安心」して子どもを通学させることができる 

・「か（んがえる）」「つ（よくなる）」「や（さしくなる）」「く（じけない）」子の育成をめ

ざす 

・児童も保護者も教職員も一人ひとりが、楽しく、生き生きとし、成長が実感できる 

目標に迫るためには、まず、子どもたちが互いに友達と適切に関わり合って学力や社会性等を伸

ばすことが重要です。そのため、人と人との関わりの基本である「対話」を大切にしていきたいと考

えています。例えば授業の中では、考える力や判断する力、表現する力を伸ばすために意図的に子ど

も同士が話し合う場面を増やしていきます。自分の気持ちや考えを素直に言い合える温かい関係を

作ります。また、日常では教職員から積極的に声をかけていきます。 

１年の終わりに子どもたち全員が「成長した」と胸を張って言えるように、教職員一同で全力を尽

くします。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教育目標 

○ 明るく元気な子ども        → 心も体も健康で、自信をもって行動する 

 ◎ よく考え根気強くやりとげる子ども → 自分の考えをもち、工夫して何度も挑戦する 

 ○ 仲よく助け合う子ども       → 相手の気持ちを考え、誰とでも協力して活動する 

○ 素直で礼儀正しい子ども      → 人の話をよく聞き、あいさつがしっかりとできる 

・人権尊重の精神を基本とした知・徳・体の調和を図り、自ら考え、判断し、主体的に行動でき

る人間性豊かで健康な児童の育成をめざす。 

・社会性と社会力を高め、自信をもち安心して生活や学習できるようにする。 

  

〈せまるための手立て〉 

 １ 明るく元気な子どもに関すること 

◇児童理解を深め、一人ひとりを大切にした温かい指導を行う 

（１）「あいさつ」を基本とした基本的生活習慣の確立と好ましい人間関係づくり 

   （２）健康教育、食育、体力向上に向けた取組の推進 

   （３）自分の命と、相手を大切にする安全教育の推進 

   （４）自分のよさに気付かせる取組の推進 

      

２ よく考え根気強くやりとげる子どもに関すること 

◇「板橋区 授業スタンダード」に基づいた授業展開と授業革新を行い、読み解く力の伸長を

めざす 

◇個に応じた指導を行う 

◇学習習慣の定着を図る 

  ◇研修を充実し、指導力を向上させる 

  （１）基礎的・基本的事項の定着と思考力・判断力・表現力の育成、学びに向かう力の伸長に

よる学力の確実な定着 

（２）個に応じたきめ細やかな指導の工夫 

  （３）ボランティア制度などの地域や家庭と連携した教育活動 

  （４）読書指導と図書環境の充実 

  （５）教育支援センターを活用した様々な研修や研究の充実と授業革新の推進 

  （６）学びのエリア共通の子ども像「あきらめない子ども」の実現に向けた取組の推進 

 

３ 仲よく助け合う子どもに関すること 

◇集団としての関わりを生かした指導 

（１）異学年交流、学年内交流の推進 

  （２）特別活動や課外活動の充実による児童の主体性の育成 

  （３）コミュニケーション能力を高める言語活動の充実 

  （４）児童一人ひとりの個性を尊重し、その個性が生きる様々な教育活動の展開 

      

４ 素直で礼儀正しい子どもに関すること 

◇気持ちのよいあいさつと返事、言葉遣い、規範意識の育成 

（１）学校生活や家庭生活におけるルールやマナーの徹底 

  （２）基本的な倫理観、社会性の育成 

  （３）豊かな心を育む道徳教育、人権教育の充実 

  （４）特別支援学級（学校）との交流教育の推進 

  （５）学校いじめ防止基本方針に基づいた、いじめや不登校への組織的な対応 

  （６）環境整備・地域との連携 


